
★ 少年の主張発表那須地区大会 ★
９月４日(木)に、那須町文化センターで開催

されました。那須地区の各学校から代表生徒が

参加しました、本校の代表生徒は、「自立を目

指して」という題で堂々と発表しました。

★★ 異文化交流 ★★
９月８日(月)に、以前、市の中学生交流でア

メリカウエストコビナ市から大田原市に訪問し

たことがある方が、本校にいらっしゃいまし

た。３年３組の英語の授業に入っていただき、

一緒に会話するなどして楽しく過ごしました。

☆☆☆ 総合体育大会 頑張りました ☆☆☆
◆関東大会全国大会出場◆

黒羽ソフトボールクラブ ベスト８ 〈大分県竹田市〉

◆関東大会出場◆
ソフトテニス女子団体 〈山梨県甲府市〉

弓道女子団体 女子個人（吉田芽加）第２位 〈栃木県宇都宮市〉

黒羽ソフトボールクラブ 第３位 〈埼玉県さいたま市〉

◆県大会入賞◆
ソフトテニス女子団体 準優勝 弓道女子個人（佐藤愛莉） 第６位

柔道女子個人（戸村梨桜） ベスト８ 相撲部 団体 ベスト８

黒羽ソフトボールクラブ 準優勝

バスケットボール女子団体 ベスト８（拠点校部活動 若草中で出場）

◆◇◆ １０月のおもな予定 ◆◇◆
１日（水）２年研修旅行（東京） １６日（木）後期始業式

２日（木）薬物乱用防止教室 １９日（日）黒羽地区公民館まつり・文化祭ボランティア

４日（土）市内駅伝競走大会 ２１日（火）那須地区英語スピーチコンテスト

６日（月）ふれあいグランドゴルフ大会 ２３日（木）大田原市教育祭音楽会

１０日（金）前期終業式 ２４日（金）進学説明会

１１日（土）～１５日（水）秋季休業 ２５日（土）那須地区駅伝競走大会

１４日、１５日は学校閉庁日です。 ２７日（月）学校音楽祭中央祭

１２日（日）黒羽田町秋まつりボランティア

※１１月１日（土）に、ピアートホールにて文化祭を開催します。生徒のご家族以外で観覧をご希望される方は、

あらかじめご連絡ください。（黒羽中学校 ５９－１０２５）
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１年 「３年間の探究学習（総合的な学習の時間）」 文責 笠井 雅史

「あなたの強みは何ですか？」と聞かれたら、何と答えるでしょうか？

将来...夢...進路...自ら一歩踏み出していく原動力となるものが『自分の強み』だと思います。総合の時間では、

自分の興味関心や疑問をもとに、自ら問いを立てて探究学習に取り組んでいます。答えはそう簡単に見つかるもの

ばかりではありません。しかし、自分で見つけた答えはきっと自分の『強み』になるはずです。家庭、地域、学校が協

力し、様々な視点を与えながら、成長を促していけたらと思っています。以下は、３年間の大まかな流れです。

１年：『地域を知る』

地域と共に「黒羽の未来」について考える。他の地域【松島研修】から学ぶ。

２年：『地域を支える人について考える』

【職場体験学習】から学ぶ。自分の進路を見据えての【東京研修】。

３年：『地域に発信する』

地域の一員として、思い描く「黒羽の未来」を発信していく。【修学旅行】

自己の進路（ビジョン）の実現。【高校一日体験等】

２年 文責 矢板 克則

３年【暑さ対策ＯＫ！いざ、修学旅行へ！充実した３日間に！】 文責 新井 昇

９／１７（水）～１９（金）、修学旅行が実施されました。出発までの間、費用の積み立てや準備物の確認などご協力いた

だきました保護者の皆様に深く感謝申し上げます。旅行中の様子については、次号でお知らせいたします。

今回の修学旅行で注目すべき点を２つご紹介します。

１つ目は「暑さ対策」です。初日の見学場所である「ＵＳＪ」。高温の屋外で長時間活動する上で、どのように熱中症対策

をすることが効果的か、実行委員が知恵を出し合い、教員側と何度も協議を重ね、双方が納得するかたちで「安全で効果

的な熱中症対策」が完成しました。与えられたルールではなく、実行委員が時間をかけて納得するまで考え続けて自分たち

でルールを生み出しました。

２つ目は「清水寺」です。３日目のメインとなる見学場所であり京都でも最も有名なスポットです。その貫主（かんす）を務

められている「森清範（もりせいはん）」様と交流させていただく機会を設定することができました。数々の著書を出版され、

毎年暮れには「今年の漢字」を自らの書で世間に示されています。どんなお話を聞くことができるのかとても楽しみです。

私は夏休み中に、福島県浪江町にある請戸小学校や、双葉町にある原子力災害伝

承館に行ってきました。（←２年廊下掲示物の一部） そこでは津波による被害を受けた

小学校の内装や当時の映像を見たり原子力災害による街の様子や現在の状況を知る

ことができました。福島県の災害により被害を受け何が起きたのかを見ることができ、と

ても勉強になりました。福島県の各地では被害の爪痕が根強く残っており、１０年以上た

った今でも災害のことを知ることができ、行って良かったなと思っています。 後藤 心菜

生徒一人一人一人がはっ

きりと自分の意見が言えるよ

うな学校にしていきたいです。

生徒スタートページに意見箱

を設置したいです。吉成尊琉

３年間の学校生活を豊かで楽しく、笑顔があふれる学校に

していきたいと思っています。そのため生徒一人一人の意見を

十分に取り入れた生徒会行事にしていきたいです。高橋咲愛

学校生活をより楽しく充実できるよう、生徒一人一人の意見

を取り入た、行事やイベントを新しい形で実行していきたいで

す。生徒会長を支え円滑な生徒会活動を目指します。黒田風羽

◎ＵＳＪでの服装について（しおりより抜粋）

※制服での体温調整が困難なことを想定し、私服の利用を可としました。）
・熱中症対策を考慮し、私服は制服よりも簡易的な服装とする。帽子の着用も可とする。

・着替える場所は更衣室「ステージ１８」を使用してもよい。 ・コインロッカーは使用せず着替えや制服は持ち歩く。

・無理に着替えず、制服のままでも可とする。 ・制服のズボンやスカートは、折ったり、まくったりしない。

・制服のズボンやスカートと私服を組み合わせてもよい。 ・当日の朝、制服の中に私服のＴシャツなどの着用を可とする。

・メイクや肌に貼るステッカー、イヤリング、ネックレス等の装飾はしない。

・女子の髪型に関して、結び方を変えることを可とする。 ・カチューシャ、髪飾りも可とする。

◎熱中症対策用品（携行を可とした物品）※今回は、ハンディファン、うちわ、扇子の利用は不可としました。

・濡れタオル、凍らせたペットボトル飲料、汗ふきシート（無香料）、冷却ジェルシート


